
図は北海道さっぽろ観光案内所ホームページから転載

２台のデジタルサイネージが喫茶・休憩コーナーの奥に設置された

２台のデジタルサイネージ 熱心に見学する来場者

５ 実証実験の実施

実証実験は以下のように実施された。

５．１ 設置場所と期間

期 間 ： 平成２２年２月１日（月）～１４日（日） ８：３０－２０：００
設置台数 ： ２台
設置場所 ： JR札幌駅西コンコース北口 「北海道さっぽろ観光案内所」
設置位置 ： 下図参照
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５．２ 使用したシステム

５．２．１ 使用システム提供社

北海道総合通信局の請負業務として株式会社ビズライト・テクノロジー（北海道札幌市白石区南郷通２
丁目南９―７）がシステムを構築し、サービスを提供した。

５．２．２ 使用システム構成図

５．２．２．１ データセンター

データセンターに設置した機器の役割は以下のとおり
①管理サーバー
店舗データ等のデータ管理
店舗画像の管理
テロップの管理
管理しているデータを適時データ配信サーバーと携帯サーバーへ送信。

②携帯サイト用サーバー
携帯サイト用の構築プログラム、画像等のデータを保持

③データ配信サーバー
決められた時間にサイネージ端末からのリクエストを受付け以下の更新データがある際はデータの配
信を行う。
サイネージA：店舗広告データ、画像データ、テロップデータ
サイネージB：テロップデータ

併せて、サイネージA、Bの動作の監視を行う。
３つの監視プログラムがサイネージに関するプロセスを相互に監視しプロセスがない場合には再起動
を行って対応する。

５．２．２．２ 管理拠点

北海道札幌市白石区南郷通２丁目南９－７ タウンヒル２階
株式会社ビズライト・テクノロジー内に設置

設置機器 ： 管理用PC１台（Windows Vista Home Basic ハードディスク８０GB、Intel core２Duo
プロセッサーE８４００）
管理業務 ： 以下の業務を行った。
①コンテンツ管理（小口コンテンツは１日３回 ８時３０分、１２時３０分、１６時３０分に更新、テロップ情
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報は随時更新）
メールで受信した小口コンテンツを確認。
テンプレートに合わせた画像を作成しサイネージに送信。
観光情報等をメールで受信。 テロップエリアに送信。

②システム監視
ログによるシステムの動作チェック
データ更新時に正常にデータが更新されたかのチェック
管理者側で用意している簡易クーポン処理用サイトの死活チェック

５．２．２．３ 設置拠点

設置拠点は前述のとおり、JR札幌駅西コンコース北口 「北海道さっぽろ観光案内所」
設置された機器と機能は以下のとおり。

①サイネージA １台 主な仕様は下記のとおり
サイズ ： 高さ２１４９mm、幅１０００mm、奥行き１０００mm（足を含む）
重量 ： 約２２４kg
ディスプレイ ： ５２インチ、 １０８０×１９２０ピクセルのフルハイビジョン
タイマー機能で８時３０分に自動起動、２０時に自動終了する
サイネージ駆動用PC ： OS Windows Vista Home Basic
ハードディスク ８０GB、CPU Intel core２Duo プロセッサーE８４００
BIOS設定にて７時３０分に自動起動、２０時３０分に自動終了する

赤外線式タッチパネル（タッチパネルはユニバーサルアクセスを考慮して下部９０cmのみを使用可能
エリアとした）
おさいふケータイ機能リードライター
無線 LAN子機 ： BUFFALO WLI-UC-G３００HP
消費電力 ： 全体で約４６０W
アプリケーションソフト ：
�Furelo（テロップ放映、動画・静止画放映、小口コンテンツの表示配信、サーバーとのネットワー
ク接続の切断の際も、データ更新を除き動作を維持）

�BUFFALOエアーステーション設定ツール（無線 LAN親機の設定を行う）
�BUFFALOクライアントマネージャV（無線接続ユーティリティー）
�Ubicom Type.G（タッチパネルドライバ）
�Internet Explorer７
�Adobe Flash Player１０
�JAVA（TM）６Update１６

②サイネージB １台 主な仕様は下記のとおり
サイズ ： 高さ１９４８．５mm、幅９００mm、奥行き７００mm（足を含む）
重量 ： １０１kg
ディスプレイ ： ４６インチ、１０８０×１９２０ピクセルのフルハイビジョン
タイマー機能で８時３０分に自動起動、２０時に自動終了する
サイネージ駆動用PC : OS Windows Vista Home Basic、ハードディスク ８０GB
CPU Intel core２Duo プロセッサーE８４００
BIOS設定にて７時３０分に自動起動、２０時３０分に自動終了する
無線 LAN子機 ： BUFFALO WLI-UC-G３００HP
消費電力 ： 全体で約３６０W

アプリケーションソフト ： サイネージAと同一
但し Ubicom Type.G（タッチパネルドライバ）はない

③無線ルーター親機 １台
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サイネージA,B と外部ネットワークの接続に使用
BUFFALO WZR-HP-G３００NH/U

５．３ 画面と機能

５．３．１ サイネージA

５．３．１．１ 概要

５．３．１．１．１ 画面構成
テロップエリア、動画、静止画エリア、小口コンテンツエリアの３つに分かれており、画面構成のペー

ジに記載の内容を放映した。また、小口コンテンツエリアに関してはタッチパネル対応で店舗の詳細情報や
クーポンを取得することが可能とした。タッチパネルはユニバーサルアクセスを考慮して下部９０cmのみを
使用可能エリアとした。

５．３．１．１．２ コンテンツ入稿方法

①ニューステロップのデータに関しては北海道新聞社が用意した専用URLにて入手、システムが１時間お
きに自動更新を行った。

②天気予報のデータに関しては北海道新聞社のホームページから入手、システムが１時間おきに自動更新
を行った。

③小口コンテンツは北海道新聞社、北海道総合通信局経由で入稿した。
④動画、静止画コンテンツに関しては北海道総合通信局経由でDVD等で入手した。

５．３．１．１．３ 画面遷移

TOP画面 → 拡大画面
→ カテゴリ検索画面 → 拡大画面

どの画面からも TOPと拡大画面へ移動することは可能。
また、５０秒間全く操作されなかった場合は自動的に TOPへ遷移。

５．３．１．２ TOP画面
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５．３．１．３ 拡大画面

５．３．１．４ 検索画面

５．３．１．５ クーポン処理
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検索画面を操作する利用者 携帯電話でクーポンを受け取る利用者

５．３．１．６ 放映コンテンツ

５．３．１．６．１ 動画・静止画エリア
下記コンテンツを開始から終了まで繰り返して放映した
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５．３．１．６．２ 小口広告エリア

以下の４３社の協力で各社の広告が、TOP画面上に４社分ずつランダムに表示した。
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会場で放映された高画質コンテンツ

５．３．２ サイネージB

５．３．２．１ 画面構成及び概要

５．３．２．２ 放映コンテンツ

下記コンテンツを開始から終了まで繰り返して放映した
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